
調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

注）濃縮後に、ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/ﾒﾀﾉｰﾙ(90:10)1mLで溶解し、Autoprep MF-1に負荷、ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ

　　1mLで溶出したものを乾固するまで濃縮し、ﾒﾀﾉｰﾙ/精製水(50:50)で0.5mLに
　　溶解・定容するクリーンアップを行った例があった。

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
乾固まで

溶解・定容

「平成20年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

LC/MS/MS-SRM-
ESI-ポジティブ

ﾒﾀﾉｰﾙ/精製水(40:60)
0.5mL

分析原理：LC/MS/MS-
SRM-ESI-ポジティブ

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [10] 0.092

分析条件：
 機器

   LC：Alliance 2695
   MS：Quattro micro API
 カラム

   CAPCELL PAK MGⅡ C18
   100mm×2.0mm、3μm

ｸﾘ-ﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加

ｼﾞﾋﾄﾞﾛﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ-d4 5ng

乾燥

[10] 5α -ジヒドロ

テストステロン
【水質】

水質試料 固相抽出 洗浄

200mL Autoprep EDS-1@Liq.
500mg

20mL/分

通気 20分 ﾒﾀﾉｰﾙ 3mL
酢酸ｴﾁﾙ 3mL

精製水 10mL

溶出 濃縮


